
　　　　

2025 年 1 月 4 日

平日
学校休日

９
８

時
００
３０

分から
１８
１７

時
００
３０

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 地域社会に生かされている一人の人間として、自分に与えられた能力を十分に地域社会に還元する

事業所名 多機能型事業所やがみ 作成日支援プログラム

場所や時間、関わるスタッフなどを丁寧に説明し認識につながるように支援を行います。
活動や遊びを通して季節や数・大小の概念などを学ぶ機会を提供します。

個々の意思表示の手段をスタッフ間で共有し、利用者の意思を汲み取れるような関わりを行います。
表情や動作、声色などで表現していることを代弁し、共感することで気持ちの成長を促していきます。

スタッフとの信頼関係が築けるように、発信されるサインを受け止め、人と関わることの楽しさを感じれるような支援を行います。
人との関わりの中で、年上や年下との関わりや社会のルールを学ぶ機会を提供します。

支援方針

個々の特性を活かした発達支援を行い、集団や個別での活動を通して心身の成長をサポートしていきます。
多職種が連携して関わる体制を整え、質の高い発達支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

季節に関する行事(花見・七夕・ハロウィン・クリスマス・送る会)

（別添資料１）

家族支援

面談や連絡帳、送迎時に情報共有を行い、家庭での様子や困りごとなどを把握
し、本人支援の中で解決につながるように取り組みます。
家族参加の行事を計画し、他家族との交流が図れる機会を提供します。

移行支援

就学に向けての情報共有を行い、必要な支援を行います。

地域支援・地域連携

外出を通して地域との交流を行い、地域と関わる機会を提供します。
相談支援専門員が計画される担当者会議などに参加し、他事業所との連携や情報
共有を行います。

職員の質の向上

施設内での全体研修や勉強会、外部への研修参加を通して職員のスキル
アップと支援内容や支援の質の向上に努めます。

支　援　内　容

重症心身障害児・医療的ケア児が対象であるため、個々に必要な支援や医療的ケアを提供し、体調管理を行います。
呼吸状態やてんかん発作等による体調の変化に対して観察を行い、早期発見と対応に努めます。
食事の環境を関係者と共有し、食事支援を進めていきます。

PTによる姿勢ケアや運動などを行い、個別の計画書に沿って支援を行います。
活動を通して、五感（視覚・聴覚・味覚・嗅覚・触覚）に対するアプローチを行います。

本
人
支
援
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